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１．はじめに 
 
内装用折戸は、丁番を介した扉パネルを折りたたみ、開閉を行う広く一般の建具・家具に

採用されている構造であり、住宅の内装の洋風化と共に、主にクローゼット扉、開閉間仕切

などに用いられている。間口の広い開口部にも扉パネルの枚数を増やすことで対応でき、ま

た、閉めたときに扉パネルが重ならず、フラットに納まるため、意匠性が高いことが特徴で

ある。開戸、引戸と共に戸建住宅にも集合住宅にも広く普及している一般的な室内開口部の

建具構造である。 
折戸は２枚の扉パネルを丁番で留める構造が基本単位となっており、丁番の上下に隙間が

ある。折戸を閉める動作を行う際に山型に折れた丁番の上下にある隙間に指を挟む可能性が

あるため、現在流通している折戸製品について注意喚起を行っている。（※１） 
しかしながら、平成１６年の自動回転ドア事故、平成１８年の家庭用シュレッダー事故以

降、製品の安全性に対する社会的要請が強くなってきているとともに、平成１９年５月には

消費生活用製品安全法が改正施行され、製造者が製品事故を把握し、一般消費者に対して情

報提供を行うことが強化されることとなった。このような社会情勢を踏まえて、開戸、引戸

に比べ開閉動作を行う上で、一般消費者にも安全性の認識を求める必要性が高いと考えられ

る折戸丁番部の上下の隙間に関して、 (社)日本建材・住宅設備産業協会 品質委員会では内
装用折戸安全対策検討会を発足させ、本指針の策定を行った。（※２） 

 
解説 

※１：丁番周辺の危険性については従来から認識されており、本指針の策定以前から PL 法等

に関連して製造者は取扱説明書、本体への警告表示などの注意喚起を行っている（参考：「内

装建材の警告表示に関するガイドライン〈適切な PL 法対応に向けて〉」(社)日本サッシ協会・

(社)リビングアメニティ協会 http://www.alianet.org/guide/naisou_pl.pdf ）。 

 
※２：内装用折戸について協会で事故の調査を行ったところ、事故の報告はすべて木質系の

折戸であり、浴室用折戸や金属製折戸では事故の報告はなかった。よって本指針では、クロ

ーゼット扉、開閉間仕切などに多く見られる木質系の内装折戸を対象とした。 
また上記の事故の調査では、被害者はほとんどが乳幼児であった。さらに、子どもに対す

る安全性が家庭内の製品に求められるようになってきているため、本指針は乳幼児を対象と

した。 



２．適用範囲 
 
この指針は、一般家庭で用いられる内装用折戸の扉パネルと扉パネルの隙間のうち、乳幼

児が指先を挟み込む可能性のある高さ（床面より１ｍ以下）の箇所に適用する。 
 

 
  解説 
・ 対象者 
乳幼児とは、取扱説明書などを読むことができない未就学の子どもとする。 
・ 対象とする箇所（隙間） 
本指針では扉パネルの丁番がついている側の隙間を対象とする。（図１、図２） 
 

 
 

図１ 適用範囲          図２ 対象とする隙間（断面図） 
 
・ 対象とする事故 
本指針では図１の隙間に指先が入り込み、折戸が閉められ（丁番が開いて）裂傷などを

負う可能性の高い事故を想定している。（図３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          図３ 対象とする事故 
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・ 対象とする高さ 
「子ども用製品の安全性に関する調査研究報告（平成 11 年度）」（(財)製品安全協会、
平成 12年 3月）P.70 図１．子どもの寸法と動作に対応した建築設備寸法より「扉を開
ける」「物をとる」を参考に対象とする「子どもの身長×４／５」を参考にした。 
「子どもの身体特性に基づく機械製品の安全対策設計指針に関する調査研究（2005年

4月～2006年 3月）」（(社)人間生活工学研究センター）において、満 5歳児・満 6歳児
の身長の中央値はそれぞれ 1,088㎜、1,160mmである。 
上記より適用範囲の高さを床面より１ｍ以下とした。 



３．隙間の設計寸法についての指針 
 
製造者は折戸製品の設計にあたり、開閉の途中の状態も含めて、適用範囲に５ｍｍ以上１

３ｍｍ以下の隙間を設けない。 
やむを得ず上記の隙間が設計上生じる場合は、重大製品事故が起こらない措置をとる。 

 
 
解説 
・ 本指針は製造者が製品設計を行う上での指針とする。製造者は本指針に従って製品設計

を行う場合、図４の扉パネルが、開閉にあたって動くあらゆる角度において、対象とす

る隙間が指針に定めた数値の範囲にならないように設計する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 対象とする隙間と角度 

 
・ 隙間の指針は、「子ども用製品の安全性に関する調査研究報告（平成 11年度）」（(財)製品
安全協会、平成 12年 3月）P.51 表１．＜すき間及び開口部の分類＞より手指の（対幼
児）の数値を引用した。 

 
・ 指針の「重大製品事故」とは消費生活用製品安全法（平成 19年 5月改正施行）で定義さ
れる事故を指す。：法第 2条第 5項，施行令第 4条各号及び施行規則第 2条各号 

 
・ 製造、施工での誤差を設計寸法に見込むことも必要であるが、施工者および使用者に対

して、以下のような隙間の寸法に変化を加える要因があることを伝えておくことも必要

である。 
※ 施工者に対して：隙間を変更する加工をしないこと 
※ 使用者に対して：木質材料の特徴として設置してある場所の温湿度環境によっ

て扉パネルに反りが生じ、隙間が変化する可能性があること 
（参考：(社)リビングアメニティ協会 HP アメニティカフェ「内装ドア」●内装
ドアの反り   http://www.alianet.org/homedock/ns-door/1-3.html ） 
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４．製品安全情報等の通知の指針 
 

4-1.取扱説明書等 

 一般消費者、特に乳幼児のいる家庭に対して、下記の文例を参考に取扱説明書、ホームペ

ージ、カタログ等へ注意喚起の表示を行う。 
 
【文例】扉を折りたたむ時に、扉と扉の間に隙間が生じ、この隙間に指をはさんだまま扉を

閉めますと大きなけがにつながる可能性があります。 
乳幼児が単独で開閉操作を行わないよう、また、乳幼児が近くにいる時の扉の開閉に十分

ご注意されますようお願い申し上げます。 
 
※ 部品の名称、漢字の使い方、送り仮名、言い回し等は各製造者の製品や文体に対応させ

て適宜変更することができる。 
※ 必要に応じてイラスト等を付し、分かりやすい表現にする。 
 

 

4-2.施工説明書 

 本指針に則して製品設計を行った製品の、適用範囲の部分について、隙間に挟み込みの危

険が生じるような加工を施さないよう、施工説明書に文例を参考に注意喚起の表示を行う。 

 

【文例】扉と扉の間の隙間が広くなるような加工はしないでください。広がると乳幼児が指

を挟むおそれがあります。 

 

※ 部品の名称、漢字の使い方、送り仮名、言い回し等は各製造者の製品や文体に対応させ

て適宜変更することができる。 
※ 隙間に改変を加えられない構造の場合は、この表示は必要としない。 

 

解説 

・ 丁番周辺の危険性については従来から認識されており、本指針の策定以前から PL 法等に

関連して製造者は取扱説明書、本体への警告表示などで注意喚起を行っている（参考：「内

装建材の警告表示に関するガイドライン〈適切な PL 法対応に向けて〉」(社)日本サッシ

協会・(社)リビングアメニティ協会 http://www.alianet.org/guide/naisou_pl.pdf ）。 

・ 本指針は、乳幼児に対する安全性を対象としているため、従来の表示の表現を特に小さ

い子どもを持つ親に向けたものに改めている。 
 
・ 扉パネルの反りなどによって隙間が変化することについて、３．の解説を参考に取扱説

明書に記載することもできる。 
 



５．指針の運用および改訂等について 

 

5-1.指針の運用について 

本指針は内装用木質系折戸の製造者がより安全な製品を開発・製造する参考とするための

ものである。製造者がさらに安全な製品や機構を開発することを妨げるものではない。 

 本指針は法的な拘束力を持つ規制的なものではない。 

 

5-2.指針の改訂等について 

 本指針が適用範囲での安全性について不十分と判断される場合、必要な改訂を行う。 
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